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新所長を迎えて新年度スタート！ 
 

 

みなさん、はじめまして。4月
がつ

から当
とう

センターに

配
はい

属
ぞく

されました、加
か

藤
とう

と申
もう

します。 

 帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんの支
し

援
えん

という大
たい

切
せつ

な仕
し

事
ごと

を任
まか

されましたが、はじめて関
かか

わる業
ぎょう

務
む

ですので、何
なに

かとご迷
めい

惑
わく

をかけることもあるかと思
おも

いますが、 

 

着任のあいさつ 
北海道中国帰国者支援・交流センター所長  

加
か

藤
とう

 欣
きん

也
や

 

 

優
ゆう

秀
しゅう

なスタッフが揃
そろ

っていますので、いろいろ教
おそ

わりながら、頑
がん

張
ば

りたいと思
おも

います。 

 さて、新
しん

型
がた

コロナウイルスの感
かん

染
せん

状
じょう

況
きょう

の先
さき

行
ゆ

き

が見
み

えない中
なか

、人
ひと

と人
ひと

との交
こう

流
りゅう

の機
き

会
かい

が減
へ

り、ま

た、会
かい

話
わ

する時
とき

もマスク越
ご

しであるため、その人
ひと

の

本
ほん

当
とう

の顔
かお

がわからないという、なんとも寂
さび

しい日
ひ

々
び

が続
つづ

いています。 

暮
く

らしにおいても、ガソリン・灯
とう

油
ゆ

価
か

格
かく

の高
こう

騰
とう

や、食
しょく

料
りょう

品
ひん

をはじめ日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な様
さま

々
ざま

な物
もの

が値
ね

上
あ

がり傾
けい

向
こう

にあるなど、なかなか明
あか

るいニュ

ースが見
み

られませんね。 

 このような状
じょう

況
きょう

にはありますが、マスクの下
した

で

はみなさんが笑
え

顔
がお

で、それぞれの地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

安
あん

全
ぜん

な生
せい

活
かつ

ができますよう、各
かく

種
しゅ

の取
と

り組
く

みを通
つう

じて

少
すこ

しでもお役
やく

に立
た

ちたいと考
かんが

えていますので、今
こん

後
ご

ともご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をいただきますよう、よろ

しくお願
ねが

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退任のあいさつ 
北海道中国帰国者支援・交流センター前所長 

忍
にん

関
ぜき

 昌
まさ

裕
ひろ

 

この度
たび

、３月
がつ

をもって退
たい

任
にん

することになりました。2年
ねん

という短
みじか

い

間
あいだ

でしたが、みなさんには大
たい

変
へん

お世
せ

話
わ

になりました。 

振
ふ

り返
かえ

ってみますと、コロナ禍
か

での対
たい

応
おう

に振
ふ

り回
まわ

された２年
ねん

間
かん

でし

た。なかでも、四
し

季
き

を通
つう

じて果
くだ

物
もの

狩
が

りやバス旅
りょ

行
こう

などの行
ぎょう

事
じ

は全
すべ

て中
ちゅう

止
し

になり、私
わたし

は遂
つい

に一
いち

度
ど

も参
さん

加
か

することができなかったことは、本
ほん

当
とう

に残
ざん

念
ねん

でなりません。しかしながら、オンラインを活
かつ

用
よう

して太
たい

極
きょく

拳
けん

を

２会
かい

場
じょう

で行
おこな

ったり、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を開
かい

催
さい

したりしていく中
なか

で、みなさ

んが楽
たの

しく生
い

きようとしている姿
すがた

に元
げん

気
き

をもらいました。これまでに

ご苦
く

労
ろう

されてきた分
ぶん

、今
いま

を一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に謳
おう

歌
か

しようとする姿
すがた

には、ただ

ただ頭
あたま

が下
さ

がる思
おも

いです。みなさん、健
けん

康
こう

に留
りゅう

意
い

され、いつまでも元
げん

気
き

でいてくださいね。本
ほん

当
とう

にありがとうございました。 

 

 

http://www.hokkaido-sien-center.jp/
mailto:hokkaidocenter@dosyakyo.or.jp
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1月
がつ

24日
か

に「グラスアート体
たい

験
けん

」が開
かい

催
さい

されまし

た。手
て

作
づく

り好
ず

きな帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさん 4名
めい

が集
あつ

まり、

初
はじ

めてのグラスアート体
たい

験
けん

に挑
ちょう

戦
せん

しました。 

グラスアートは、ステンドグラスを気
き

軽
がる

に楽
たの

し

める新
あたら

しいアートで、本
ほん

物
もの

のステンドグラスのよ

うにガラスを切
き

ったり、はんだ付
づ

けをする必
ひつ

要
よう

は

なく、はさみとカッターでできます。 

講
こう

師
し

は日
に

本
ほん

グラスアート協
きょう

会
かい

の認
にん

定
てい

資
し

格
かく

を持
も

ち、道
どう

新
しん

文
ぶん

化
か

センターの講
こう

師
し

も務
つと

める池
いけ

田
だ

市
いち

子
こ

先
せん

生
せい

。ひとりひとり丁
てい

寧
ねい

に指
し

導
どう

してくれました。 

今
こん

回
かい

は洋
よう

梨
なし

をモチーフにしたガラスパネルを作
さく

成
せい

しました。型
かた

紙
がみ

にあわせてカラーフィルムを切
き

り、

空
くう

気
き

が入
はい

らないように専
せん

用
よう

のへらでガラス板
いた

にしっ

かりと圧
あっ

着
ちゃく

させたあと、フィルムの周
まわ

りを縁
ふち

取
ど

るよ

うに鉛
なまり

でできたリード線
せん

を貼
は

ります。作
さ

業
ぎょう

はスム

ーズに進
すす

み、先
せん

生
せい

も「みなさん、初
はじ

めてなのに本
ほん

当
とう

に早
はや

い」と驚
おどろ

いていました。 

出
で

来
き

上
あ

がったパネルは「早
さっ

速
そく

家
いえ

に飾
かざ

ります」と、

みなさん、嬉
うれ

しそうでした。体
たい

験
けん

後
ご

、手
しゅ

芸
げい

など自
じ

分
ぶん

の作
さく

品
ひん

の写
しゃ

真
しん

を先
せん

生
せい

に見
み

せる人
ひと

もいて、手
て

作
づく

りの楽
たの

しさを共
きょう

有
ゆう

することができました。 

 

 

 

当
とう

センターの介
かい

護
ご

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

では、「語
かた

りかけボラ

ンティア訪
ほう

問
もん

」を実
じっ

施
し

しています。帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさ

んが安
あん

心
しん

して介
かい

護
ご

サービスを受
う

けられるよう、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

やロシア語
ご

の話
はな

せるボランティアが、介
かい

護
ご

サービ

ス利
り

用
よう

中
ちゅう

の帰
き

国
こく

者
しゃ

を訪
ほう

問
もん

しています。 

１月
がつ

１３

日
にち

、このボラ

ンティア活
かつ

動
どう

者
しゃ

の方
かた

々
がた

を対
たい

象
しょう

とした研
けん

修
しゅう

会
かい

が開
かい

催
さい

されました。

傾
けい

聴
ちょう

ボランティア＜アクティブ１７＞代
だい

表
ひょう

 濱
はま

田
だ

哲
てつ

央
お

先
せん

生
せい

による「語
かた

りかけボランティアに役
やく

立
だ

つ傾
けい

聴
ちょう

について」の講
こう

義
ぎ

のあと、参
さん

加
か

者
しゃ

は、話
はな

し手
て

、聴
き

き手
て

、観
かん

察
さつ

者
しゃ

の 3
さん

人
にん

一
ひと

組
くみ

になり、実
じっ

践
せん

練
れん

習
しゅう

を行
おこな

いま 

 

 

 

 

した。マスクを着
つ

けているので表
ひょう

情
じょう

はなかなか伝
つた

わりませんが、声
こえ

の調
ちょう

子
し

や話
はな

し方
かた

、しぐさ等
など

、表
ひょう

情
じょう

以
い

外
がい

の非
ひ

言
げん

語
ご

コミュニケーションも大
たい

切
せつ

である

ことを学
まな

ぶことができました。また、訪
ほう

問
もん

を行
おこな

って

い る 活
かつ

動
どう

者
しゃ

の 事
じ

例
れい

発
はっ

表
ぴょう

も行
おこな

われま

した。難
なん

聴
ちょう

のある方
かた

には筆
ひつ

談
だん

などの工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

だったり、他
た

の

利
り

用
よう

者
しゃ

さんへの配
はい

慮
りょ

や、帰
かえ

るタイミングが難
むずか

しいな

ど、ご苦
く

労
ろう

も多
おお

いようですが、「次
つぎ

はいつきてくれ

る？」という言
こと

葉
ば

が励
はげ

みになっているそうです。 

交流事業「グラスアート体験」 

新しいアートに初挑戦 
 

介護支援事業・語りかけボランティア研修会 

 

安心につながるコミュニケーション 
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3月
がつ

1
と

0
お

日
か

、3月
がつ

22日
にち

の二
に

回
かい

に渡
わた

り、

健
けん

康
こう

増
ぞう

進
しん

プログラムを実
じっ

施
し

しまし

た。「健
けん

康
こう

づくりの運
うん

動
どう

と食
しょく

事
じ

」と

いうテーマで、体
からだ

をほぐしたり、リ

ズムに合
あ

わせて体
たい

操
そう

した後
あと

、免
めん

疫
えき

力
りょく

 

 を高
たか

める食
しょく

事
じ

の摂
と

り方
かた

について、お話
はなし

を聞
き

きました。食
しょく

材
ざい

に

含
ふく

まれている栄
えい

養
よう

素
そ

とその働
はたら

きや、様
さま

々
ざま

な食
しょく

材
ざい

をゆっくりと

よく噛
か

んで食
た

べることで、免
めん

疫
えき

力
りょく

も高
たか

まり、太
ふと

りづらくなるこ

とを学
まな

ぶことができました。参
さん

加
か

者
しゃ

のみなさんは、来
き

てよかっ

た、体
からだ

がほぐれて気
き

持
も

ちよかった、と話
はな

していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

稚内・地域生活支援推進事業 

３年ぶりに交流会を開催 
 

稚
わっか

内
ない

市
し

では３年
ねん

ぶりに支
し

援
えん

者
しゃ

を招
まね

いた交
こう

流
りゅう

会
かい

が開
ひら

かれました。これまでの 4回
かい

は年
ねん

末
まつ

のクリスマ

ス時
じ

期
き

に行
おこな

われていましたが、今
こん

回
かい

はロシアのク

リスマスにあたる１月
がつ

７
なの

日
か

に開
ひら

かれました。樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

10名
めい

、稚
わっか

内
ない

市
し

役
やく

所
しょ

の職
しょく

員
いん

、OB のみなさん、

日
に

本
ほん

サハリン協
きょう

会
かい

の斎
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会
かい

長
ちょう

他
ほか

、計
けい

25名
めい

が

稚
わっか

内
ない

市
し

日
にち

ロ
ろ

友
ゆう

好
こう

会
かい

館
かん

に集
あつ

まりました。検
けん

温
おん

・消
しょう

毒
どく

してから入
にゅう

室
しつ

、食
しょく

事
じ

以
い

外
がい

はマスク着
ちゃく

用
よう

と感
かん

染
せん

対
たい

策
さく

はとりつつ、楽
たの

しむ時
とき

は思
おも

い切
き

り楽
たの

しむロシア

式
しき

の交流会
こうりゅうかい

となりました。 

久
ひさ

しぶりの交
こう

流
りゅう

会
かい

は、横
よこ

田
た

耕
こう

一
いち

前
ぜん

稚
わっか

内
ない

市
し

長
ちょう

の

乾
かん

杯
ぱい

で始
はじ

まり、ゲームやカラオケなどのプログラ

ムを帰
き

国
こく

者
しゃ

がそれぞれ担
たん

当
とう

して進
すす

められました。

社
しゃ

交
こう

ダンスを習
なら

っている帰
き

国
こく

者
しゃ

K さんが仲
なか

間
ま

と本
ほん

格
かく

的
てき

なダンスを披
ひ

露
ろう

したり、翌
よく

日
じつ

が誕
たん

生
じょう

日
び

の H さ

んをみんなでお祝
いわ

いするなど、和
わ

気
き

あいあい、盛
も

りだくさんの内
ない

容
よう

でした。 

コロナ禍
か

が始
はじ

まって 3年
ねん

。帰
き

国
こく

者
しゃ

と支
し

援
えん

者
しゃ

が交
こう

流
りゅう

する機
き

会
かい

も減
へ

ってしまいましたが、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみ

なさんが元
げん

気
き

に暮
く

らしていること、また地
ち

域
いき

のみ

なさんとつながっていることを再
さい

確
かく

認
にん

できた交
こう

流
りゅう

会
かい

でした。 

 

地域とのつながりを再確認 

運動と食事で健康増進 

色々な食材を食べる 

ビタミン B群 

ビタミン D ビタミン C 

マグネシウム 亜鉛 

免疫力アップ！ 
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帰国者文化祭をオンデマンドで開催！ 
 

 

3
さん

月
がつ

5
いつ

日
か

に予
よ

定
てい

されていた「帰
き

国
こく

者
しゃ

文
ぶん

化
か

祭
さい

・作
さく

品
ひん

展
てん

」は、オンデマンド開
かい

催
さい

となり、当
とう

センター

ホームページ内
ない

の特
とく

設
せつ

サイトにて期
き

間
かん

限
げん

定
てい

（4月
がつ

末
まつ

まで）で配
はい

信
しん

されました。 

 絵
かい

画
が

、書
しょ

、手
しゅ

芸
げい

作
さく

品
ひん

、さらにはお菓子
か し

も！紙
し

面
めん

ではすべての作
さく

品
ひん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、帰
き

国
こく

者
しゃ

それぞれがもつ文
ぶん

化
か

の特
とく

色
しょく

がよく現
あらわ

れた、盛
も

り

だくさんの作
さく

品
ひん

展
てん

となりました。 

 編集後記：今回の作品展の作品は、コロナ禍の中で制作されたものもありました。マイナスをプラスに変えていけるよう新年度もがんばりましょう！ 


